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職業観を芽生えさせる指導の工夫
－ －気づきを取り入れた職場体験学習の実施を通して

特別研修員 後閑 広之 （大泉町立北中学校）

《研究の概要》

本研究は、従来の職場体験学習に、体験の「気づき」を重視した指導の工夫を取り入れ

ることで 「働く」ということについての理解を深め、将来成長していくであろう職業観、

を芽生えさせることが目的である。気づくための準備としての「職業を見る視点学習」と、

「体験学習前の予想」をもとに職場体験をおこない 「気づいた」事柄から「職業」を見つ、

め直すことで、職業観が芽生えることを実践を通して明らかにしようとしたものである。

【進路指導 職場体験学習 職業観 気づき】キーワード

Ⅰ 主題設定の理由

本校２年生の実態調査によると、将来の職業に

ついて具体的な希望を持っている生徒は少なく、

将来の夢を持っていても、その内容が漠然として

いたり、特に理由がないといった消極的なものが

多かった。また、職種に対する関心や理解も十分

とはいえず 「仕事」は大人がするもので今の自、

分には関係がないといった無関心な意見も聞かれ

。 、た この時期多くの学校では職場体験学習を行い

進路指導の充実や職業観の育成を図っているが、

知識だけでなく体験を通して職業について考える

ことは、高校選択を１年後に控えた２年生にとっ

て大変意義深いと考える。

本校でも職場体験学習を実施して１０年目にな

る。地域の協力企業も年々増え体験場所の確保も

順調に伸びている。また、今までの取り組みの蓄

積もあり、指導マニュアルや活動マニュアルが確

立しているなど、毎年スムーズに取り組むことが

できている。

しかし、職場体験学習の目的や意義に関わる学

習活動が希薄化し、行事としての一面に流されて

しまうなどマニュアル化の弊害もでている。その

結果、生徒にこの体験活動で何を身に付けさせた

いのかといった本来の目的を見失いつつあるよう

に思える。

そこで、職場体験学習の意義を再確認してみる

と、第１の目的は「職業観・勤労観」の育成であ

ると考える。もちろん、多くのねらいや目的が総

合的に存在する中で、人間関係能力の育成やコミ

ュニケーションスキルの習得、役割把握や意思決

定力などの成果が期待できるが、ただの「体験学

習」ではなく 「職場体験学習」であることを踏、

まえれば 「職業観・勤労観」の育成は大変重要、

な目的だと考える。

しかし、近年の様子を見ると 「思い出 「感、 」

動 「楽しかった 「つらかった」で終わってし」 」

まっている。そこで、この現状を見直し、体験を

最大限生かす学習過程を組むことが必要であると

考えた。

本研究では職業をより多くの角度から見つめさ

せるために、まず職業を捉える視点を学習し、気

づくポイントの基盤作りとする。次に体験前の予

、 、想を立てることで 気づくための準備をおこない

最後に、気づきから何を感じ考えたかをまとめて

いく活動をおこなう。これらの活動を通して、職

業観を芽生えさせることができると考え本主題を

設定した。

Ⅱ 研究のねらい

職場体験学習の指導において、体験前の予想と

体験後の感想から生徒に気づきを得させる学習過

程を組むことにより、生徒の職業についての見方

を深め、生徒に職業観を芽生えさせることができ

るということを実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

職場体験学習の事前学習において、職業を見１

つめる視点を示し「視点カード」にまとめること

によって考えを整理すれば、職業に対する自分の

価値観を確認させることができるであろう。
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職場体験学習の事前学習において、実際に体２

験する職業や仕事内容について「知ってるつもり

」 、 、カード にまとめ 気づくポイントを設定すれば

様々な視点から体験に対する予想をたてることが

できるであろう。

職場体験学習において、毎日の気づきを体験３

、「 」 、日誌にしるし 気づきカード まとめることで

職業の実際は見かけと違うものがあることや仕事

の厳しさややりがい等、職業の現実感を感じるこ

とができるであろう。

職場体験学習の事後学習において、気づきを４

発表し合い自分の考えをまとめることで、職業に

対する見方を深め、職業観の芽生えを感じること

ができるであろう。

Ⅳ 研究の内容

基本的な考え１

「職業観の芽生えた生徒」について(1)

将来の職業選択に向けて様々な視点から職業を

捉えようとしたり、職業に対する自分の適性を見

極めようと考え始めたりする生徒のことである。

この時期の生徒はまだ、職業観といえるほどのも

のはもっていない。初めて職業について深く関わ

る職場体験学習は、今後成長していくであろう職

業観の第一歩であり、職業を考えるきっかけにな

るものである。

本研究が目指す「気づき」とは、(2)

職業に対する理解を正確にしようとすることは

困難である。大人でさえも、職業についての認識

は的確でないことが多い。例えば、教員は休みが

多いとか、清掃作業は汚いなどといったイメージ

で判断することや、職業のある一面だけをクロー

、 。ズアップし それがすべてと思いこむこともある

本研究ではわずか５日間の体験学習ながら、そ

ういった職業に対するイメージを揺さぶるものと

して「気づき」を大切にしたいと考えている。

「気づく」や「ギャップ」という言葉から、マ

イナス面を感じるかもしれない。つまり 「もっ、

、 」「 」とこうだと思ったのに 残念だ がっかりした

。 。 、などである それも１つの気づきである しかし

「思っていたとおりだった」や「この仕事の良さ

がわかった」も気づきである。

「気づき」と職業観の関係について(3)

、 。将来 生徒たちは職業を選択する場面が訪れる

高校卒業や大学卒業の時である。就職活動をおこ

ない職業選択を行うが、そのときの選択の幅はも

ちろん「夢や希望」が動機になる。しかし、単な

る憧れや部分的な職業理解によって理想とは違っ

た現実を余儀なくされるといった事例も良く耳に

する。今回の「気づき」は予想していたことを確

認する機会であり、職業の現実性を見極める第一

歩になると考える。

(4) 全体構想図

実践の概要及び結果と考察２

考察については学年の生徒全体のカードへの書

き込みとクラスの生徒の発言等の観察、及び抽出

生徒Ａ子のカードへの書き込みを中心におこなっ

た。

Ａ子は 事前のアンケートで 将来の夢 は わ、 「 」 「

からない」など、職業に対する意識は高いとはい

学校教育目標

優美：共に学び、共に生きる優しい心
生徒の実態

剛健：求め続ける強い意思
○漠然とし

た職業観 賢智：確かな学力と創りあげる智恵

○職業に対

する断片
的な知識 進 路 指 導 の 目 標

進路に対する関心と理解を深め、自己の個性の
指導の実態 理解と伸長を促し、自らの生き方について考え
○マンネリ 主体的に進路を選択し、生涯にわたる自己実現

化した職 を図っていくことができるような能力や態度を
場体験学習 育成する（生きる力の育成）

研 究 主 題

職業観を芽生えさせる指導の工夫
－「気づき」を取り入れた

職場体験学習の実施を通して－

見 [目指す生徒像] [手だて](総合的な学習の時間：学級単位)
通
し 職業へのまとめ 職場体験学習の「気づき」を発表し合い、
４ から職業観の芽 「職業（夢 」について自分の考えを文章）

生えを感じてい にまとめる。
る

見 [目指す生徒像] [手だて] 職場体験学習（５日間）
通
し 職業の実際は、見か 事前学習で考えていた職業に対する
３ けと違うものがある 予想と比較しながら、その日に感じ

こと等 「職業の現 た「気づき」を毎日体験日誌にまと、
実感」を感じること める 「気づきカード」への記述。。
ができる

見 [目指す [手だて] 見 [目指す [手だて]
通 生徒像] (総合：学級単位) 通 生徒像] 総合：班
し し
１ 職業に対 総合的な学習の時 ２ 体験する 体験する職

する自分 間の中で職業」に 職業につ 業について
の価値観 対する様々な見方 いて、様 自分の予想
を確認す を知り、自分の将 々な視点 を「知って
る 来の職業に対する から体験 るつもりカ

条件や適性につい に対する ード」に記
て考え 「職業視 予想をし 入し「気づ、
点カード」を作成 ている き」の準備
する。 をする。
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えない生徒である。

職場体験学習の事前学習において、職業を(1)

見つめる視点を示し 「視点カード」にまとめる、

ことによって、職業に対する自分の価値観を確認

することができたか （見通し１）。

ア 実践の概要

総合的な学習の時間において、職業を見る視点

を示し、自分にあった職業を「視点カード（資料

１ 」にまとめる活動を行った。職業を見る視点）

は「①ライフスタイル 「②適性 「③環境 「④」 」 」

特性」の４つを提示した。

それぞれの視点毎に選択肢を用意し、自分に合

っているものは何かを考え、理由を記入させる。

例えば、適性では「ア、人を相手にする 「ウ、」

物を扱う」等々の選択肢を用意する。職業視点カ

ードに自分にあった選択肢を選び、その理由を書

く。

イ 結果と考察

「 」 、「 」ライフスタイル の視点では 収入が多い

「自分の能力を出せる 「勤務時間が決まってい」

る」の項目を選んだ生徒が多かった。その理由も

「収入が多いと豊かな生活が得られる 「何より」

も自分に合っていれば仕事が楽しいはず 「時間」

が決まっていれば計画的にやりたいことができ

」 、 。る など 自分の考え方を表したものが多かった

残りの３つの視点に対してもそれぞれ自分の考え

を理由に挙げてあり、記号を選ない、もしくは自

分の考えを記述できなかった生徒はほとんどいな

かった。

Ａ子のカードを見てみると 「①自分の個性や、

能力を生かせる職業、②自然・生物を相手にする

職業、③世界を駆けめぐる職業、④素質や才能が

必要な職業を選んでいた。理由としては、①個性

や能力は自分にしかないから自分に自信を持って

働ける気がする。②動物とふれあうのが好きだか

ら③１つの場所で働くより、忙しくても世界の文

化を見ながら仕事がしたい。④個性や能力は生ま

れ持ったものなので、才能があればやっていけそ

う」と記述してあった。

自分にあった職業を漠然と考えさせるのではな

く、多くの選択肢の中から選ばせることで自分の

価値観をより明確に感じ、他の項目を選ばなかっ

た理由からも自分の価値観を文章表現できたので

はないかと考えた。

以上のように、職業を見つめる視点を設定し、

「視点カード」にまとめることは、自分の考えを

資料１ 職業視点カード

整理でき、職業に対する自分の価値観を確認する

ことにおいて有効であったと考える。

職場体験学習の事前学習において、実際に(2)

体験する職業や仕事内容について「知っているつ

もりカード」にまとめることで、様々な視点から

体験に対する予想をすることができたか （見通。

し２）

ア 実践の概要

総合的な学習の時間において、職場体験学習で

、「 、体験する職業について体験前の今現在 きっと

こうだろう こうに違いない という予想を 知」「 」 「

ってるつもりカード（資料２ 」に書く。カード）

の内容は「見通し１」で学習した４つの視点に加

えて、体験学習５日間で感じるであろうと思われ

る項目を加えた。さらに、予想の仕方を「この会

社の正社員だったら」と「今回の体験学習に限っ

て」の２通り設定し、限られた体験学習の内容以

外の部分も予想させる工夫をした。

イ 結果と考察

生徒は今回の職場体験学習の目的が「気づく」

ことであるとの説明を聞いたため、どの項目に対

してもほとんどの生徒が予想を書き込むことがで

きた。しかし、４つの視点についての予想は様々

で、同じ職場に行く生徒でもその職種を見る見方

にはずいぶんと違いがあった。例えば、公務員に

ついては 「収入が多く豊かな生活ができる職業、
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である」と感じている生徒もいれば 「働く時間、

が決まっていて生活を楽しめる」と感じている生

徒もいる。家庭環境や情報の取り方によって様々

な先入観があることが伺えた。また、職場体験で

実際に行うと思う仕事内容については、保育園で

は子供の世話、スーパーでは品物を並べるといっ

た自分の経験や見た目で判断している生徒が多

く、１つの職業の仕事内容は多くても３つ程度で

未知の部分が多いことを物語っていた。

Ａ子はＫ小学校で体験することになったが や、「

りがいは勉強を教えるところ、大変なところはわ

からないことを教えるところ、仕事内容について

は、勉強を教える、授業の準備、行事を考える、

お客さんとの対応」と記述していた。教師の仕事

は勉強を教えることであるというとらえが伺え

る。

以上のように、職種に対して一面的な捉えでは

あるが 知っていることを書き記したことは 気、 、「

づき」の準備として大変意義があったと思う。

資料２ 知ってるつもりカード

職業の実際は見かけと違うものがあること(3)

や仕事の厳しさややりがい等「職業の現実感」を

感じることができたか。

ア 実践の概要

職場体験学習において、毎日の活動を振り返り

体験日誌に「その日の気づき」を記入しておく。

その際、知ってるつもりカードと見比べることで

「気づくポイント」を意識した記述をおこなう。

体験終了後の総合的な学習の時間において、それ

らの気づきを「気づきカード」にまとめる 「気。

づきカード」には 「こう予想していたのに実際、

はこうだった」という欄を設け気づきをより明確

に感じられるようにする。

イ 結果と考察

毎日の体験での気づきをまとめた「気づきカー

ド」には、ほとんどの生徒が５つ以上の気づきを

書き、中には欄外にはみ出るほど書いた生徒もい

た。記述内容については、職業の現実感ではある

が、職業選択に直接関係のないものも半数くらい

はあった。例えば「飲食店での手洗いには毎回消

毒液を使っていた」とか 「ウエイトレスで水を、

運ぶのは意外とバランスをとるのが難しい」など

である。

しかし、残りの半数は「視点カード」や「知っ

てるつもりカード」を意識したものであった。あ

る児童館に行った生徒は「仕事は子供の来る午後

が中心で午前中はゆったりできると考えていたの

、 、に 実際はむしろ午前中の方が庭に手入れや掃除

草むしりといった仕事が多くて体力的にきつかっ

た」と記述している。また、回転寿司店で体験し

た生徒は「皿洗いが中心である」という予想に対

し「接客が中心であり、その接客も決して簡単で

はなく多くの客に絶えず笑顔で接し対応するのは

とても大変だ。社交性が必要だと思った」という

気づきを書いていた。その日に体験した内容をそ

の日のうちに記入することで気づいたことを確実

に記録できたのだと考える。また、その際に気づ

きポイントを見ることで的はずれにならない気づ

きが多く残せたのではないかと考える。

Ａ子は全部で８つの気づきを書いていた。町探

検で校外活動に出かけたときの気づきは 「車に、

気をつけさせる」と予想していたのに対し 「安、

全はもちろん傘を振り回さないように絶えず注意

したり、お店の見学では子供の動きをずっと見て

いないと何をやり出すか心配で大変だった」と記

述している。また、子供がけんかをしたときの気

づきは 「言えば治まると思っていたのに１人で、

はどうにもならず助けを求めたりしてちょっと怖

かった。思い切っていかなければいけないと思っ

た」と記述していた。

以上のように、気づきカードへの記述は大変詳

しく数多くの気づきを出すことができた。このよ

うに、半数もの「気づき」が職業観につながるも

のになったことは 「見通し１ 「見通し２」の、 」
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積み上げによって生徒の中にどのようなことを見

て何を感じればよいかという意識づけができたた

めであると考える。また、予想と現実を対比させ

る形式だったことも有効であったと思う。

体験前に比べて、職業観の芽生えを感じる(4)

ことができたか。

ア 実践の概要

総合的な学習の時間において 「気づき」を発、

表し合い多くの「気づき」を捉えさせる。自分だ

けでは有効な気づきをもてなかった生徒には友達

の感じた気づきを疑似体験としてもたせることが

できると考えた。その後、気づいたことから職業

について考え方の変化を「職場体験まとめカード

（資料３ 」にまとめる。この職場体験まとめカ）

、「 」 「 」ードには 気づいたこと から 何を考えたか

を記述する。職業の選び方や自分の適性について

の考えをまとめ、将来の夢や希望が体験前と体験

後で変化したかを理由と共に記述し、この単元の

まとめとした。

イ 結果と考察

「気づき」から感じたことについて、職業の選

び方と自分の特性の２つについて記述させたとこ

ろ、職業観が芽生えた生徒は全体の二、三割であ

った。例えば、職業の選び方については 「今回、

のようにこんなはずじゃなかったってことがない

ように今回以上の角度から調べて、本当に自分に

合っているか確認したい」や 「免許や資格は大、

事だけれど、一番大事なのは経験だと思った 、」

「機械が好きなので工場に行ってみたが、単純作

業の連続でつまらなかった。機械を作り出すよう

な仕事に絞っていきたい 「楽しそうだからで選」

ぶのではなく、続けられそうかどうかで選んだ方

がよいと思う」などの記述が見られた。

また、自分の特性については 「簡単な仕事が、

いいと思っていたが、すぐに飽きてしまうような

ものには向いていないとわかった」や「得意の水

泳のインストラクターを目指していたが、年上の

人との接し方が苦手だと気づき、子供相手の仕事

が向いていると感じた」など、希望の場所で体験

できたできないにかかわらず、与えられた職場で

の経験から自分を見つめた生徒もいた。

しかし、残りの７割程の生徒の記述にははっき

りとした職業観の芽生えを感じることはできなか

った 「気づきカード」には良い気づきがあって。

も「まとめカード」に記述できない生徒も多かっ

た。原因として職場体験まとめカードの質問が

資料３ 職場体験まとめカード

曖昧であったり、質問の意図が伝わらなかったこ

とが考えられる。

体験前と体験後とで自分の夢に変化の有無を調

べたところ以下の表１のようになった。夢の変容

と職業観の芽生えの関連は一様にはいえない。職

業観が芽生えた生徒が必ずしも夢の変容を起こす

とは限らないが、夢が変化した生徒の多くは今回

の実践での職業観の芽生えと深く関わりがあると

考えられる。

表１ 体験前と体験後の夢の変容

体験前の夢 体験後の夢 ％

ア 決まっていた 前と変わらない ４７

イ 決まっていた 前と変わった １１

ウ 決まっていた わからなくなった １０

エ 決まっていない 決まってきた １５

オ 決まっていない まだ決まってない １７

体験前と体験後とで自分の夢に変化があったか

を聞いたところ６４％（ア＋オ）の生徒に変化は

なかったが、３６％（イ＋ウ＋エ）の生徒は変化

があったと答えた。この結果を見るとおよそ三分

の一の生徒は、今回の職場体験学習により将来の

夢について何らかの変容をしたことになる。この

ことと職業観の芽生えとの関連を調べてみると、
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夢の変容があった生徒はなかった生徒に比べて職

業観の芽生えが多いことがわかった。

その理由を見てみると、現実を知って自分には

向いてないというものが一番多く、次に自分の希

望と違った体験をしたことで新しい夢が生まれた

というものであった。

また、変化を認められなかった６４％の生徒の

記述の中にも、漠然と思っていたものが体験の現

実感からはっきりとした希望理由に変化している

生徒も多く見られた。

Ａ子の記述を見ると、職業の選び方や適性では

「今回のようにこんなはずじゃなかったってこと

がないように今回以上の角度から調べて、本当に

自分に合っているか確認したい 「先生に向いて」

いるかどうかはわからなかった。勉強を教えるの

は好きだけど、けんかを止めるのは苦手だった」

と答えている（資料４、５ 。夢の変容について）

は今まで決まっていなかったのが決まってきた

（当てはまる記号エ）と答えた。夢の変容とその

理由を資料６、７に掲載する。

資料４ Ａ子のまとめカード（職業の選び方）

資料５ Ａ子のまとめカード（職業の適性）

資料６ Ａ子の夢の変容

資料７ Ａ子の夢の変容理由

これらのことから、職場体験学習の事後学習に

おいて、気づきを発表し合い、職業に対する自分

の考えをまとめることは、職業観の芽生えに関し

て一定の成果が認められるのではないかと考え

る。

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題

研究のまとめ１

本研究では、体験での気づきを生かして、生徒

に職業観を芽生えさせることを目指してきた。体

験から職業観の芽生えへの移行は、具体から抽象

への思考の飛躍であるので、何のために気づくの

かや何に気づくのか、気づいたことから何を考え

るのかなど生徒にとっては高度な目的意識を求め

るものであったと考える。そのため、今回の研究

での目的を達成できた生徒は全体の三分の一から

四分の一ほどであった。

自分の将来の夢や希望の職種を体験場所として

選べた生徒もいればそうでない生徒も多い。その

ためどんな職業であってもそこにある現実性に目

を向けるよう指導してきたが、実際には具体的な

職種の専門性や表面上の驚きなどに目を奪われ、

そこからその気づきを一般化することまでには至

らなかった生徒が多かった。職場体験学習での最

終的な目的を、生徒に十分に理解させられなかっ

たことが原因であると考える。事前指導のさらな

る充実と、まとめの段階でのきめの細かい振り返

りが必要であると感じた。

しかし、その一方で三分の一の生徒には職業観

の芽生えをもたせることができた。これらの生徒

は一連の指導の中から気づきの目的や一般化に成

功した生徒であるといえる。将来の夢に変容が見

られたり、職業選択の際の心構えを記述した生徒

は、体験前の自分の考えよりも体験後の考えに深
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まりをもてているので、今回の職場体験学習は近

い将来の職業選択にとって有効に働くに違いない

と思われる。

また 今回の実践の様子を見て 職員からは 今、 、 「

までの職場体験とは違い、子どもたちの目的意識

がはっきりしていた」という感想や「ワークシー

トへの書き込みの記述が充実していた」などの意

見が多く聞かれた。

今後の課題２

研究のまとめで述べたように、本研究の目的達

成率が三分の一程度に止まった点に関して、以下

の３つの点が課題として考えられる。

○目的意識のもたせ方について

職場体験学習で何を体験してくればよいのかを

事前指導の中で明確につかませることが大切であ

る。そのためには、十分な時間の確保と具体的な

例をあらかじめ示しておくことが必要である。

○体験場所について

将来の夢に近い体験場所の確保が望ましいが、

すべての生徒に提供することは困難である。その

際、生徒に第二、第三の希望をしっかりもたせて

おくことが目的意識を高めるために有効であると

考える。

○振り返らせ方について

まとめの段階において、体験から気づいたこと

を職業観の芽生えにつなげるために、教師からの

質問を具体的な内容に特化する必要がある。生徒

が感じている気づきの中から、引き出したいもの

を焦点化させることで意識化を図ることができる

からである。

上記の３点を改善することにより、半数以上の

生徒に目的を達成させることができると考える。
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